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臨時会・定例会について

8名の議員が質問

審 議 議 案

一 般 質 問

住民の声・まちの力

小豆島中学校 第１回　島（アイランド）カップ

新ユニホームで快走
（部活動対抗リレー）

新ユニホームで快走
（部活動対抗リレー）
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臨時会
4月

臨時会
4月4月

臨時会

審
議
し
た
主
な
議
案

14名の新体制、スタート
小豆島町議会 初議会

第
１
回
臨
時
会

　

４
月
28
日
に
招
集
さ
れ

正
副
議
長
や
各
常
任
委
員

会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

広
報
編
集
特
別
委
員
会
な

ど
の
各
委
員
、
議
会
選
出

監
査
委
員
、
教
育
委
員
が

選
ば
れ
、
新
し
い
議
会
の

運
営
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
副
町
長
に
松
本

篤
氏
、
松
尾
俊
男
氏
が
議

会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
豆
島
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
る
に
伴
い
当
町
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　

４
月
13
日
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の

信
任
を
得
た
14
名
の
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
に
は
臨
時
会
（
初
議
会
）
を
開
催
し
、
正
副
議
長
や
各

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
各
委
員
が
選
ば
れ
、
新

し
い
議
会
の
運
営
体
制
が
固
ま
り
ま
し
た
。

 (

人
事
案
件
お
よ
び
議
会
構
成
は
町
広
報
し
ょ
う
ど
し
ま
６
月
号　

に
掲
載
し
て
い
ま
す)

条
例
の
一
部
改
正

議
長
・
副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
不
肖
私
が

議
員
の
皆
さ
ま
方
の
ご
推

挙
に
よ
り
、
議
長
の
要
職

に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余

る
光
栄
に
存
ず
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
そ
の
ご
期
待

に
背
か
な
い
よ
う
常
に
自
分
を
律
し
議
会
の
名
を
汚
す

こ
と
無
く
議
会
発
展
の
た
め
、
公
正
か
つ
透
明
で
、
町

民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い
開
か
れ
た
議
会
運
営
、
町

民
の
声
が
反
映
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
実
現
に
向

け
て
、
そ
の
職
責
を
全
う
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
議
員
皆
さ

ま
方
の
ご
支
持
に
よ
り
副

議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
大
変
名

誉
な
こ
と
と
も
に
、
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
痛
切
に

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
森
口
議
長
の
も
と

で
、
健
全
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
力
を
課
し
、
先

人
が
育
ん
で
こ
ら
れ
た
小
豆
島
町
が
豊
か
で
住
み
よ
い

町
に
な
る
た
め
、
そ
の
職
責
を
誠
心
誠
意
全
う
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
ま
た
議
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
指
導
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

議長 森口　久士副議長 大川　新也



　

県
補
助
金
交
付
要
綱
に

基
づ
く
特
別
事
業
に
要
す

る
経
費
に
充
て
る
た
め
、

徴
収
す
る
分
担
金
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。
た
め
池
の
機
能

を
保
持
す
る
保
全
型
の
工

事
は
５
％
の
地
元
負
担

（
受
益
者
）
を
徴
収
す
る

た
め
の
条
例
で
す
。

　

海
の
道
を
活
か
し
、

ア
ー
ト
や
文
化
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
目
指
す
条
例

に
つ
い
て

　

坂
手
港
及
び
そ
の
周
辺

地
域
に
お
い
て
、
海
の
道

を
活
か
し
て
、
外
と
の
交

流
を
促
進
し
、
ア
ー
ト
や

文
化
を
振
興
し
、
全
国
の

モ
デ
ル
と
な
る
先
駆
的
な

子
育
ち
、
高
齢
者
施
策
の

推
進
に
よ
る
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
、
新
た
に
条

例
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

Q
坂
手
港
及
び
そ
の
周
辺

地
域
と
あ
る
が
ど
こ
ま
で

の
地
域
か
。

具
体
的
な
計
画
、
中
身
は

あ
る
の
か
。

A
坂
手
の
エ
リ
ア
内
で
す
。

全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
と

卒
業
ま
で
と
し
て
い
ま
す

が
、平
成
26
年
８
月
か
ら
、

新
た
に
小
学
校
１
年
生
か

ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児

童
生
徒
に
係
る
通
院
医
療

費
を
助
成
対
象
と
す
る
た

め
の
改
正
で
す
。

　

小
豆
島
町
重
度
心
身
障

害
者
等
医
療
費
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

平
成
26
年
８
月
か
ら
、

新
た
に
市
町
村
民
税
の
課

税
世
帯
の
一
部
自
己
負
担

分
も
助
成
対
象
と
す
る
た

め
の
改
正
で
す
。

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
に

須
佐
美
定
弘
氏

　

農
業
委
員
会
委
員
の
森

口
久
士
氏
が
、
平
成
26
年

５
月
31
日
を
も
っ
て
辞
任

し
た
こ
と
に
伴
い
、
学
識

経
験
者
と
し
て
須
佐
美
定

弘
氏
（
蒲
野
）
を
議
会
推

薦
し
ま
し
た
。
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い
う
意
味
で
島
内
、
町
内

の
高
齢
者
、
子
育
ち
施
策

の
モ
デ
ル
に
す
る
計
画
で

す
。

（
反
対
討
論
）
坂
手
地
域

限
定
と
い
う
条
例
で
は
反

対
。

（
賛
成
討
論
）
委
員
会
で

の
指
摘
に
よ
り
、
各
港
を

カ
バ
ー
す
る
た
め
、
10
条

を
付
し
た
の
で
賛
成
。

（
そ
の
他
）

第
10
条　

町
は
、
坂
手
港

以
外
の
町
内
各
港
に
お
け

る
振
興
を
検
討
す
る
も
の

と
す
る
。

　
　

　

　
　

小
豆
島
町
子
ど
も
医
療

費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　

現
在
、
通
院
は
小
学
校

就
学
前
、
入
院
は
中
学
校

１
’０
０
０
万
円

　

作
品
の
保
存
施
設
の
建

築
費
用
で
す
。

衛
生
費
関
係

病
院
事
業
会
計
負
担
金
等

１
’２
１
５
万
円

　

福
田
診
療
所
医
師
の
退

職
に
よ
る
週
２
回
の
巡
回

診
療
に
係
る
費
用
で
す
。

農
林
水
産
業
費

漁
港
整
備
工
事

１
’０
０
０
万
円

　

既
定
の
予
算
よ
り
補
助

金
の
配
分
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す

商
工
費

二
十
四
の
瞳
映
画
村

外
壁
改
修
事
業
補
助
金

１
’５
０
０
万
円

繰
入
金
を
財
源
と
し
て
、

事
業
に
補
助
す
る
も
の
で

す
。

土
木
費
関
係

植
松
都
市
下
水
路再整

備
工
事

８
’５
５
２
万
５
千
円

　

国
庫
補
助
金
、
県
費
補

助
金
の
補
助
内
示
を
受
け

工
事
請
負
費
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

教
育
費

運
動
能
力
向
上
講
習
会
等

講
師
謝
礼

８
１
万
６
千
円

　

幼
児
期
か
ら
運
動
を
習

慣
づ
け
る
た
め
幼
稚
園
・

保
育
所
等
の
講
習
会
に
か

か
る
も
の
で
す
。　

　

小
豆
島
町
小
規
模
た
め

池
防
災
対
策
特
別
事
業
分

担
金
徴
収
条
例
に
つ
い
て

一
般
会
計
（
第
１
号
）

　

１
億
９
’２
６
１
万
３

千
円
の
補
正
予
算
が
提
案

さ
れ
、
補
正
後
の
予
算
総

額
は
９
６
億
８
’１
６
１

万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

第
１
号
補
正
は
５
月
末

の
福
田
診
療
所
閉
鎖
に
伴

う
週
２
回
の
巡
回
診
療
の

運
営
費
と
、
植
松
都
市
下

水
路
再
整
備
事
業
に
伴
う

費
用
が
主
な
も
の
で
す
。

総
務
費
関
係

交
流
拠
点
施
設
整
備
基
本　
　

設
計
等
業
務
委
託
料

１
’３
０
０
万
円

　

坂
手
港
を
京
阪
神
か
ら

の
玄
関
港
、
ま
た
新
し
い

交
流
の
拠
点
と
し
て
施
設

整
備
す
る
も
の
で
す
。

ビ
ー
ト
た
け
し
・
ヤ
ノ
ベ

ケ
ン
ジ
作
品
保
存
助
成
金

定例会
6月

定例会
6月

定例会
6月

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
18
日
か
ら
19
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
・
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
２
件
の
ほ
か
、
新
規
条
例
２
件
、
条
例
改
正
４
件
、
な
ど
合
計

８
議
案
が
提
案
さ
れ
、
７
議
案
を
原
案
通
り
、
委
員
会
付
託
さ
れ

た
新
規
条
例
を
一
部
修
正
し
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

条
例
制
定

条
例
の
一
部
改
正

委
員
会
付
託
で
追
加
さ
れ
た
条
文

地域活性化のモデル地区に

保存が決まった
アンガー・フロム・ザ・
ボトム（坂手）
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質
問　

元
総
務
大
臣
増
田

寛
也
氏
を
座
長
と
す
る

「
日
本
創
成
会
議
」
は
今

後
30
年
間
で
、
日
本
の
自

治
体
の
半
数
で
20
代
、
30

代
の
女
性
の
数
が
半
数
以

下
に
減
る
と
の
試
算
を
発

表
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
自
治
体
の

運
営
が
難
し
く
な
り
、
消

滅
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

地
域
の
崩
壊
の
危
機
を
指

摘
し
て
い
る
。
こ
の
中
に

小
豆
島
町
も
入
っ
て
お

り
、
26
年
後
に
は
人
口
は

現
在
の
半
分
の
８
千
人
代

と
な
り
、
20
代
、
30
代
の

女
性
は
65
％
減
の
４
５
０

人
に
な
る
と
推
計
し
て
い

る
。
町
と
し
て
こ
の
問
題

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
弁　

こ
の
発
表
に
大
変

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
が
、

逆
に
こ
の
流
れ
に
負
け
て

は
な
ら
な
い
と
フ
ァ
イ
ト

が
わ
い
た
。
現
在
の
島
の

人
口
減
少
傾
向
は
、
急
速

で
急
激
に
な
っ
て
い
る
。

　

基
本
は
小
豆
島
で
生
ま

れ
育
っ
た
若
者
が
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
島
へ
帰
り
、
家
庭

を
も
ち
子
ど
も
の
数
が
増

え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
は
、
小
豆
島
は

す
ば
ら
し
く
価
値
が
高

く
、
幼
い
頃
か
ら
「
郷
土

愛
」
を
十
分
に
身
に
つ
け

て
お
く
こ
と
。
勉
学
の
た

め
島
を
離
れ
て
身
に
つ
け

た
能
力
を
生
か
せ
る
職
場

を
つ
く
れ
る
か
ど
う
か
に

か
か
っ
て
い
る
。

大
型
ご
み
有
料
化

へ
の
現
状
は

　

町
「
有
料
化
に
向
け
た

新
制
度
に
つ
い
て
は
、

設
計
段
階
で
あ
り
、
早

期
に
実
施
案
を
作
成
す

る
」

質
問　
「
大
型
ご
み
無
料

回
収
終
了
と
な
る
」
と
今

年
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
に

掲
載
さ
れ
、
例
年
に
な
い

大
量
の
ご
み
が
集
積
さ
れ

た
が
、
有
料
化
の
話
は
議

会
で
承
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、「
有
料
化
」
だ
け
が

先
走
り
し
て
い
る
と
思
え

る
が
、
現
状
は
。

答
弁　

有
料
化
の
構
想
は

議
会
で
伝
え
た
が
決
定
は

し
て
い
な
い
。
説
明
不
足

で
反
省
し
た
い
。
今
後
、

早
期
に
実
施
案
を
作
成

し
、
議
会
に
説
明
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

政
府
は
平
成
24
年

度
、
全
国
約
９
０
０
の
公

立
病
院
の
う
ち
約
半
分
が

赤
字
経
営
を
受
け
、
地
方

自
治
体
の
財
政
健
全
化
を

促
す
た
め
、
人
件
費
な
ど

の
削
減
に
取
り
組
み
経
営

の
効
率
化
を
図
る
べ
き
だ

と
指
摘
し
た
。
当
内
海
病

院
も
同
様
で
健
全
化
の
第

一
は
医
師
給
与
を
削
減
す

る
方
策
が
考
え
ら
れ
る

が
、
２
年
後
の
新
病
院
ま

で
現
状
の
給
与
体
系
を
継

続
す
る
の
か
、
ま
た
経
営

改
善
策
の
効
果
は
。

答
弁　

昨
年
２
月
に
経
営

改
革
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

取
り
組
ん
だ
結
果
、
前
年

度
よ
り
２
億
円
近
い
改
善

が
な
さ
れ
た
。
医
師
の
本

俸
や
定
額
手
当
は
そ
の
ま

ま
だ
が
、
時
間
外
手
当
等

は
、
自
主
返
納
さ
れ
一
応

の
成
果
は
あ
っ
た
。

　

現
在
、
県
内
ト
ッ
プ
の

内
海
病
院
は
常
勤
医
師
16

名
、平
均
年
齢
４
２・９
歳
、

平
均
給
与
月
額
１
６
９
万

円
が
現
状
で
あ
る
。

　

し
か
し
、当
院
は
島
し
ょ

部
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の

給
与
水
準
を
保
障
し
な
い

と
医
師
が
来
な
い
た
め
、

引
き
続
き
医
師
確
保
を
優

先
に
考
え
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

「
日
本
創
成
会
議
」
発
表
内
容

へ
の
対
応
に
つ
い
て

町
「
子
育
て
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
り

　
　
　
　
　
施
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

内海病院の健全化のその後は

町「病院内においても経営改善
　　ワーキンググループを
　　立ち上げ取り組んでいる」

　

若
い
女
性
に
と
っ
て
自

然
と
ア
ー
ト
を
生
か
し
た

島
づ
く
り
を
し
て
日
本
中

で
一
番
の
子
育
て
の
環
境

に
し
た
い
。
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
つ
く
り
施
策
を
実
行

し
て
い
く
。

浜口　　勇議員

大川　新也議員

成人式を迎えた若者

経営改善が進む内海病院
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質
問　

高
潮
な
ど
の
際

に
、
安
田
か
ら
苗
羽
に
か

け
て
通
行
可
能
な
迂
回
路

が
な
く
大
変
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。ま
た
、オ
リ
ー

ブ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
お
い

て
も
同
様
。
苗
羽
か
ら
安

田
を
結
ぶ
バ
イ
パ
ス
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

災
害
対
策
や
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
と
っ
て
非

常
に
効
果
的
だ
が
、
該
当

す
る
制
度
の
有
無
、
あ
る

い
は
財
源
な
ど
の
問
題
か

ら
、
中
長
期
的
な
検
討
課

題
と
し
た
い
。

内
海
湾
に
か
つ
て
の

豊
か
さ
を

　

町
「
関
係
機
関
と
連
携

し
、
研
究
や
対
策
を
現

在
検
討
し
て
い
る
」

質
問　

内
海
湾
で
は
、
魚

介
類
が
激
減
し
貝
堀
り
や

魚
つ
り
な
ど
島
国
と
し
て

の
イ
メ
ー
ジ
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
。
有
効
な
対
策
を

お
願
い
し
た
い
。

答
弁　

解
決
方
法
が
見
つ

か
ら
な
い
の
が
現
状
で
、

漁
業
組
合
、
香
川
大
学
、

瀬
戸
内
環
境
保
全
協
会
な

ど
と
連
携
し
研
究
や
対
策

を
現
在
行
っ
て
い
る
。

内
海
保
育
所
、
苗
羽
幼

稚
園
の
施
設
新
設
に
つ

い
て

　

町
「
両
施
設
を
認
定
こ

ど
も
園
と
し
て
統
合
す

る
」

質
問　

内
海
保
育
所
、
苗

羽
幼
稚
園
両
施
設
新
設
に

際
す
る
基
本
的
な
方
向
性

は
。

答
弁　

両
施
設
を
「
認
定

こ
ど
も
園
」
と
し
て
統
合

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
今

後
、
就
学
前
教
育
検
討
委

員
会
、
議
会
の
意
見
を
参

考
に
具
体
的
に
進
め
て
ゆ

き
た
い
。

一
般
質
問

苗羽から馬木・安田を繋ぐ
新たな連絡道路の構想は

町「中長期的な検討課題としたい」

質
問　

高
校
再
編
と
病
院

統
合
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整

備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
弁　

高
校
再
編
、
病
院

統
合
は
、
島
の
将
来
を
左

右
す
る
施
設
整
備
に
な

る
。
こ
れ
に
伴
う
交
通
安

全
対
策
あ
る
い
は
建
築
用

地
周
辺
の
整
備
も
同
様

に
、
島
の
将
来
を
左
右
す

る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

高
校
再
編
に
伴
う
国
道

４
３
６
号
線
の
交
通
安
全

施
設
整
備
は
、
平
成
29
年

４
月
開
校
時
に
完
了
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

高
校
用
地
周
辺
の
排
水

計
画
と
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
近
く
公
文
書
を
持
っ

て
県
知
事
宛
に
要
請
を
す

る
。
小
豆
島
中
央
病
院
の

周
辺
整
備
は
現
計
画
だ
け

で
は
な
く
て
駐
車
場
用
地

あ
る
い
は
進
入
路
な
ど
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

再
編
整
備
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

町
「
県
に
要
請
す
る
と
と
も
に

地
元
要
望
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
」

奨
学
金
制
度
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

町
「
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
め
に
、

制
度
の
見
直
し
を
行
い
た
い
」

質
問　

よ
り
受
け
や
す
い

制
度
へ
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

答
弁　

教
育
委
員
会
所
管

の
小
豆
島
町
奨
学
資
金
の

目
的
は
、
修
学
の
機
会
を

確
保
と
、
本
町
の
振
興
と

発
展
に
必
要
な
人
材
の
育

成
で
あ
る
。

　

福
祉
関
係
所
管
の
保
健

医
療
福
祉
修
学
資
金
は
、

保
健
医
療
福
祉
関
係
職
員

の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
る
。

　

返
還
免
除
要
件
に
つ
い

て
住
所
要
件
が
あ
る
か
、

ま
た
就
業
期
間
が
８
年
間
、

５
年
間
が
大
き
な
違
い
と

な
っ
て
い
る
。

　

貸
付
要
件
や
返
還
免
除

要
件
を
考
慮
し
、
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
ほ
う
を
選
択
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
は
高
校
統
合
も
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
形
で
支

援
す
る
こ
と
が
小
豆
島
の

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

育
成
に
つ
な
が
る
か
と
い

う
視
点
で
、
制
度
の
見
直

し
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

い
た
い
。

中松　和彦議員

安井　信之議員

統合を目指す「内海保育所」

拡幅工事が進む
国道 436号
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質
問　

人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
、
耕
作
放
棄
、
特

に
「
学
校
、
病
院
、
公
共

交
通
」
問
題
は
必
死
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。「
し

ん
ど
い
運
動
」
が
全
体
化

し
行
政
の
方
針
に
繋
が

る
。

　

航
路
の
安
定
は
必
須
条

件
だ
。

　

草
壁
港
の
高
潮
対
策
が

進
ん
で
い
る
。
こ
こ
か
ら

の
潮
が
三
軒
屋
ま
で
流
れ

質
問　

内
海
ダ
ム
の
貯
水

槽
で
、
メ
ダ
カ
の
群
れ
を

見
て
安
心
し
た
。
災
害
時

の
苦
労
話
は
尽
き
な
い
。

　

再
度
の
本
発
行
計
画
の

進
捗
状
況
と
試
験
湛
水
の

実
情
を
知
り
た
い
が
。

質
問　

本
塁
の
ベ
ー
ス
が

ピ
ッ
チ
ャ
ー
マ
ウ
ン
ド
の

よ
う
に
盛
り
上
が
っ
て
お

り
、
球
児
が
す
べ
り
込
ん

だ
時
危
険
だ
が
対
策
は
。

　

防
風
林
対
策
に
つ
い
て

の
町
の
方
針
は
。

込
ん
だ
。
副
町
長
二
人
制

は
町
民
に
向
け
た
耳
の
役

割
と
し
地
域
に
入
る
べ
き

で
は
。

答
弁　

海
の
復
権
を
テ
ー

マ
に
瀬
戸
内
芸
術
祭
、
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
行
政
範
囲
が
広

い
が
地
域
密
着
を
目
指
し

副
町
長
二
人
制
は
要
請
が

あ
れ
ば
地
域
に
入
り
生
か

し
た
い
。

答
弁　

災
害
を
後
世
に
伝

え
る
本
は
校
正
段
階
ま
で

進
ん
で
い
る
。
学
校
図
書

に
も
置
き
た
い
。

　

試
験
湛
水
で
す
が
６
月

末
ま
で
の
雨
量
に
期
待

し
、
降
ら
な
け
れ
ば
来
年

と
な
る
。

答
弁　

内
海
病
院
で
の
医

師
の
確
保
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
複
雑
な
経

緯
の
中
で
、
限
ら
れ
た
分

野
の
医
師
を
確
保
す
る
に

は
非
常
に
難
し
い
病
院
に

な
っ
て
い
る
。

認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明

ゼ
ロ
の
町
を
め
ざ
し
て

　

町
「
地
域
の
定
期
的
な

見
守
り
活
動
を
お
願
い

し
て
い
る
」

質
問　

大
牟
田
な
ど
の
先

進
的
な
取
り
組
み
に
学

び
、
徘
回
対
策
の
取
り
組

み
を
進
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器

助
成
制
度
の
実
施
を
。
予

防
の
た
め
に
脳
の
健
康
教

室
な
ど
を
実
施
し
て
は
。

答
弁　

オ
リ
ー
ブ
健
康
塾

な
ど
で
認
知
症
理
解
の
促

進
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、

高
齢
者
の
活
動
拠
点
の
整

備
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
団

体
に
地
域
の
定
期
的
な
見

守
り
活
動
を
お
願
い
し
て

い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
検
討
課

題
に
し
た
い
。

町
長
の
政
治
姿
勢
を
質
す

　

町
「
憲
法
解
釈
に
つ
い

て
、
発
言
は
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
」

質
問　

国
民
の
命
と
生
活

を
破
壊
す
る
安
倍
政
権
の

暴
走
、
特
に
①
憲
法
破
壊

の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
②
原
発
再
稼
働
③
医

療
・
介
護
総
合
法
案
の
強

行
採
決
に
対
す
る
町
長
の

見
解
は
。

答
弁　

見
解
を
申
し
上
げ

る
こ
と
は
差
し
控
え
た

い
。

お
年
寄
り
の
バ
ス
代

半
額
パ
ス
実
施
を

　

町
「
現
段
階
で
必
要
性

は
な
い
」

質
問　

お
年
寄
り
の
半
額

パ
ス
の
早
急
な
実
施
を
。

ま
た
、
乗
り
継
ぎ
運
賃
の

割
引
、
福
田
、
吉
田
地
区

住
民
へ
の
バ
ス
代
へ
の
補

助
ま
た
は
、
無
料
病
院
バ

ス
が
必
要
で
は
。

答
弁　

少
し
時
間
を
か
け

て
検
討
し
、
持
続
可
能
な

交
通
体
系
に
つ
い
て
、
平

成
26
年
度
中
に
方
向
性
を

固
め
る
。
乗
り
継
ぎ
運
賃

割
引
は
考
え
て
い
な
い
。

吉
田
、
福
田
地
区
へ
の
補

助
な
ど
は
現
段
階
で
は
必

要
性
は
な
い
。

内
海
病
院
の
医
師
確
保
は

　

町
「
複
雑
な
経
緯
の
中
、

大
変
厳
し
い
状
況
」

質
問　

内
海
病
院
の
医
師

の
現
状
と
今
後
の
見
通
し

は
。

一
般
質
問

森　　　崇議員

鍋谷真由美議員

内
海
ダ
ム
の
試
験
湛
水
は

町
「
満
水
後
、
水
位
を
下
げ
、

　
　
ダ
ム
本
体
に
影
響
が
な
い
か
を
調
査
し
ま
す
」

ＢＧグランドの改善が必要
町「昨年度、野球グラウンド　
　　を含む公園施設の健全度　
　　調査を実施、長寿命化計
　　画を策定している」

答
弁　

平
成
21
年
度
に
約

１
０
０
ト
ン
の
黒
土
を
補

給
し
工
事
を
し
て
い
る
。

同
様
の
工
事
を
考
え
、
土

に
は
「
に
が
り
」
を
ま
ぜ

て
粘
性
を
増
や
す
。
防
風

林
は
事
情
が
あ
り
考
え
て

い
な
い
。

オリーブバス

ホームベース近くの凹を計る関係者

副
町
長
二
人
制
度
を
生
か
し
地
域
に
入
る
べ
き

町
「
地
域
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
、

地
域
に
密
着
し
た
行
政
を
目
指
し
た
い
」



7 2議会だより　平成26年 8月１日

質
問　

新
病
院
建
築
後
の

運
営
面
・
経
営
面
で
の
懸

念
さ
れ
る
材
料
は
何
か
？

さ
ら
に
、
懸
念
さ
れ
る
事

項
へ
の
考
え
方
・
見
通
し

は
ど
う
か
？

答
弁　

新
病
院
の
不
安
材

料
は
医
師
の
確
保
が
最
大

の
課
題
で
あ
り
、
こ
の
問

題
の
解
決
に
は
人
生
の
経

験
の
す
べ
て
を
投
げ
打
っ

て
で
も
頑
張
り
た
い
。

　

も
う
一
つ
、
最
大
の
不

安
は
新
病
院
を
守
る
た
め

に
町
民
（
島
民
）
が
利
用

す
る
こ
と
で
あ
り
利
用
が

な
け
れ
ば
赤
字
が
か
さ

む
。

　

こ
の
た
め
に
は
交
通
体

系
の
整
備
等
を
利
用
者
負

担
の
あ
り
方
な
ど
を
考
慮

し
て
提
案
し
た
い
。

低
地
帯
の
内
排
水
（
雨
水
）

施
設
の
整
備
促
進
は

町
「
必
要
性
は
あ
り
、

　
　
計
画
的
な
整
備
を

　
　
考
慮
す
る
」

質
問　

高
潮
対
策
と
し
て

の
防
潮
堤
工
事
と
水
門
設

置
工
事
は
順
調
に
展
開
さ

れ
て
い
る
が
、
並
行
し
て

整
備
さ
れ
る
べ
き
雨
水
の

排
水
施
設
の
整
備
が
遅
れ

て
い
る
と
感
じ
る
。
町
内

全
域
に
見
て
水
門
の
な
い

低
地
帯
対
策
と
し
て
の
必

要
性
は
な
い
か
。
離
島
振

興
法
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁　

低
地
帯
の
雨
水
対

策
と
津
波
・
高
潮
対
策
と

は
、
補
助
制
度
上
は
別
の

対
策
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　

規
模
の
大
き
い
水
門
の

あ
る
河
川
等
は
、
規
模
に

応
じ
て
簡
易
な
排
水
ポ
ン

プ
を
設
置
し
て
い
る
。
水

門
の
無
い
・
規
模
の
小
さ

い
箇
所
に
お
い
て
も
、
防

災
・
減
災
対
策
か
ら
も
必

要
性
は
あ
り
、
今
後
、
町

の
財
政
的
な
負
担
を
も
考

慮
し
な
が
ら
計
画
的
な
整

備
を
図
り
た
い
。

　

離
島
振
興
法
の
指
定
に

よ
る
嵩
上
げ
補
助
は
な

い
。

松下　　智議員一
般
質
問

新病院に対する経営・運用面
などの懸念される材料は

町「医師の確保が最大の課題・　　　
　島民の新病院への利用が重要」

質
問　

町
ぐ
る
み
で
子
育

て
を
し
よ
う
と
い
う
雰
囲

気
が
、
学
力
を
育
て
る
土

壌
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

秋
田
県
の
例
も
あ
る
。
我

が
町
の
真
の
発
展
は
何

か
。
学
校
教
育
と
地
域
社

会
と
の
関
係
を
ど
う
考

え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
連

携
を
進
め
て
い
こ
う
と
考

質
問　

防
災
対
策
へ
の
住

民
の
意
識
を
高
め
る
策

は
。

え
て
い
る
の
か
。
そ
の
具

体
案
は
。

答
弁　

真
の
発
展
と
は
、

「
子
ど
も
た
ち
が
小
豆
島

で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に

自
信
を
も
ち
、
誇
り
を
も

て
る
こ
と
に
尽
き
る
」
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
一

答
弁　

海
抜
表
示
に
関
し

て
啓
発
に
努
め
、
設
置
箇

所
を
増
や
し
、
海
抜
の
感

覚
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
努
め
た
い
。
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
が
ど
ん
な

被
害
と
な
る
か
が
示
さ
れ

て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
全
戸
配
布
し
、
啓
発
を

行
い
、
意
識
を
高
め
た
い
。

貫
し
た
教
育
の
実
践
を
目

標
と
し
て
、
学
力
向
上
、

運
動
能
力
向
上
、
道
徳
心

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
外
国
語
活
動
支
援
員

の
配
置
、
寺
子
屋
教
室
の

実
施
、
ま
た
地
域
住
民
と

の
交
流
に
よ
る
授
業
や
行

事
等
が
あ
る
。

　

地
域
に
根
差
し
た
学
校

と
し
て
地
域
社
会
へ
情
報

発
信
を
行
い
、
地
域
が
も

つ
多
様
な
教
育
力
を
教
育

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。

平
成
20
年
の
全
国
学
力
テ
ス
ト

日
本
一
か
ら
「
ま
な
ぶ
」

町
「
地
域
が
も
つ
多
様
な
教
育
力

を
生
か
し
て
い
く
」

南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
津
波
に
つ
い
て

町
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
し
、

啓
発
を
行
い
、
意
識
を
高
め
た
い
」

土庄町

小豆島町

小豆島中央病院の完成予想図

地域の防災意識を高める

坂口　直人議員



とんど焼き（西村地区）幸せのハート型オリーブの葉

「持続可能な
　豊かな地域
　づくりとは?」
畑　口　欣　哉
（西村自治会連合会 会長）

　
安
田
ヤ
ン
キ
ー
ス

は
、１

年
生
１
名

２
年
生
２
名

３
年
生
８
名

４
年
生
２
名

５
年
生
２
名

６
年
生
６
名

　
合
計
21
名

の
団
員
と
監
督
、

コ
ー
チ
２
名
が
所
属

す
る
チ
ー
ム
で
す
。

　
挨
拶
、
礼
儀
、
出

来
る
事
を
し
っ
か
り

や
り
、
出
来
な
か
っ

た
こ
と
を
一
つ
で
も

出
来
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て

「
全
力
・
集
中
・
全
員
野
球
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
練
習
に
取
り
組

み
、
各
大
会
に
挑
ん
で
い
ま

す
。

　
子
ど
も
達
の
頑
張
り
、
ス

タ
ッ
フ
の
指
導
の
お
か
げ
で
、

５
月
の
郡
大
会
で
は
優
勝
こ
そ

逃
し
ま
し
た
が
準
優
勝
と
い
う

成
績
を
お
さ
め
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　
少
子
化
で
野
球
人
口
も
減
り

チ
ー
ム
数
も
減
っ
て
い
く
中
、

先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

安
田
ヤ
ン
キ
ー
ス
で
、
勝
つ
喜

び
、
負
け
る
悔
し
さ
、
チ
ー
ム

の
大
切
さ
を
覚
え
な
が
ら
日
々

成
長
し
、
中
学
・
高
校
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　
６
年
生
は
８
月
末
の
大
会

で
、
有
終
の
美
を
飾
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
地
域
の

み
な
さ
ん
、
先
輩
方
々
の
応

援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

住民の声
Vol.33

　西村は、内海地域の西の端に位置し、面積約4.6
㎢、520世帯、人口1,100名が暮らす地区です。西
から竹生、西条、中条、流、原、日方、清水の７つ
の独立した自治会で構成され、それぞれ歴史のあ

る地域活動を行っています。
　西村の特徴は、地区外、島
外から移り住んで来た人が多
いということです。オリーブ
栽培発祥の地であり、オリー
ブ色と銀白色のオリーブの葉

が風に揺れ、陽光きらめく内海湾とその向こうに
田浦半島を望む最も小豆島らしい景観が多くの人
を惹きつける魅力です。
　西村全体の行事として自慢できるのは、８月１
５日盆踊り大会の後、御詠歌に送られながら精霊
船が一列になって内海湾に旅立っていく精霊流し
と、１月に公民館グラウンドで行われる、子ども
会主催の巨大なとんど焼きです。こういう行事を
続けていく中で、西村で生まれ育った人と移り住
んで来た人、高齢者と若い子育て世代がつなが
り、新しい郷土愛を育んでいくこと。これが持続
可能な豊かな地域づくりの鍵かなと思います。

安
田
ヤ
ン
キ
ー
ス

（
少
年
野
球
）

住

　

４
月
の
町
議
改
選
で

議
員
は
激
し
い
選
挙
戦

の
末
、
新
体
制
が
決
定

し
た
。
し
か
し
、
今
回

の
投
票
率
は
前
回
に
比

べ
激
戦
と
言
わ
れ
な
が

ら
下
回
っ
た
。
こ
の
事

実
を
我
々
議
員
が
重
く

受
け
止
め
、
住
民
が
よ

り
一
層
関
心
の
持
て
る

魅
力
あ
る
議
会
を
め
ざ

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

広
報
委
員
も
新
人
３

名
が
入
り
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
し
た
。
前
回

と
一
変
し
て
男
世
帯
の

構
成
に
な
っ
た
が
、
議

会
の
情
報
を
い
か
に
分

か
り
易
く
、
ま
た
審
議

内
容
を
伝
え
る
か
が
大

切
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
住
民
の
皆
様

か
ら
、
よ
り
親
し
ま
れ

る
「
議
会
だ
よ
り
」
を

め
ざ
し
ま
す
の
で
、
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

《
広
報
編
集
特
別
委
員
会
》

委
員
長　
　

大
川 

新
也

副
委
員
長　
　

森　

 　

崇

委　

員　
　

谷　

 

康
男 

　

〃　
　
　

松
下 　

智 

　

〃　
　
　

中
松 

和
彦　
　

　

〃　
　
　

坂
口 

直
人

本紙に対する
お問い合わせは

■発行　小豆島町議会　■編集　小豆島町議会広報編集特別委員会
〒 761 − 4388　香川県小豆郡小豆島町池田 2100 − 4　TEL（0879）75 − 1100　FAX（0879）75 − 0108
E-mail  olive-gikai@town.shodoshima.lg.jp2 8議会だより　平成26年 8月１日

編
集
後
記

編
集
後
記


